
品質基本方針
ヤクルトグループでは、「企業理念」を実現していくために、品質と安全性に関する基本的な考え

方や推進体制等を「品質基本方針」に定め、グループ一体となって品質保証に取り組んでいます。

品質に関する認証取得状況
本社工場、ボトリング会社、販売会社、海外グループ会社において、HACCP、ISO 9001、

FSSC 22000、SQF等の取得を推進しています。台湾ヤクルト中壢工場では、SQFの最高認証で
あるLEVEL-3を取得しています。

広州ヤクルトの佛山工場が2021年2月にHACCPの認証および2021年3月にISO9001の認
証を取得しました。

ヤクルトグループ品質基本方針
ヤクルトグループは、真心をこめた「安全・安心」な商品・サービスの提供をとおして、世界の人々の健
康で楽しい生活づくりに貢献します。
ヤクルトグループ品質基本方針には以下の項目について記載しています。
1. 適用範囲
2. 法令および国際規範の遵守
3. 推進体制
4. ステークホルダーとの対話

策定：2021年3月30日

「安全・安心」な商品の提供のために（品質マネジメント体制）
● 原材料管理

主な原材料（原料および包装資材）として使用している脱脂粉乳、紙、プラスチック等の選定に
あたっては、製品設計の段階において、原材料製造過程で使用する素材原料、添加物、加工
助剤の種類を調査・分析し、食品衛生法および関連法規への準拠を確認して十分に安全性を確
認したうえで採用を決定しています。調査内容は原材料データベースにて一元管理しています。

また、原材料の品質基準は規格書で厳しく取り決めており、国内外のどの工場でも使用前に、
原材料メーカーの検査成績書の確認と受け入れ時の検査を行い、規格書の基準に合格したもの
だけを使用しています。

さらに、サプライヤーとのコミュニケーションを重視し、原産国や製造工程・工場の調査を行い、
衛生状態や検査体制、品質管理体制を確認し指導しています。

● 生産
乳酸菌の保健効果に関する科学的エビデンスに基づいた当社独自の製造管理基準のもと、

乳酸菌培養等の固有の製造技術・条件や洗浄殺菌条件等について規定を設けています。
2018年に食品衛生法が改正され「HACCPに沿った衛生管理」が法制化されたことから、従来

の品質マネジメントシステム（ISO 9001）にHACCPや各種フードディフェンスを融合させた独自の
品質管理システムを見直し、ISO 22000に、顧客満足・品質保証の考え方を組み込んだ独自の

◦�HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）：製造工程全体の衛生管理を徹底することで品質を保証するシステム
◦ISO 9001：品質マネジメントシステムの国際規格
◦ISO 22000：HACCPの衛生管理手法をもとにした食品安全マネジメントシステムの国際規格
◦FSSC 22000：ISO 22000をもとにフードディフェンス等を盛り込んだ食品安全マネジメントシステムの国際規格
◦GMP（Good Manufacturing Practice）：医薬品・食品等の製造管理・品質管理の国際規範
　※ 台湾ではGMPに準ずるものとして台湾国内の認証制度TQFを取得
◦Halal：イスラム法に則った食品の品質マネジメントシステムの規格
◦ISO 45001：労働安全衛生マネジメントシステムの国際規格
◦SQF（Safe Quality Food）：食品の安全と品質を確保するためのマネジメントシステムの国際規格

※1 �日本では2018年に「食品衛生法等の一部を改正する法律」によりHACCPに沿った衛生管理の制度化が施行さ
れました。これに伴い、本社乳製品工場、ボトリング会社全11工場および生産管理部を含む生産本部として
ISO22000を認証取得しました。

※2 国内外工場での取得率5.1%

HACCP ISO
9001

ISO
22000

FSSC
22000 GMP Halal ISO 

45001 SQF

本社工場、ボトリング会社（乳製品11工場） 11※1

国内販売会社（全101社） 1
海外工場（全28か所） 17 9 8 3 8 8 2※2 2

品質に関する認証取得状況 （取得拠点数：2024年10月現在）

製品安全

会社別の詳しい認証取得状況』WEB

https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/social/product_safety/certification/

ヤクルトグループ品質基本方針は以下URLからご確認ください。
WEB  https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/social/product_safety/
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しくみを運用し、高い水準で品質管理を行っています。これには、社員一人ひとりの製品の品質
に対する意識・知識・技術が重要となることから、本社乳製品工場・子会社のボトリング会社で
は生産および品質管理に必要な能力を明確化し、計画的な教育、訓練、評価を行い定期的に
見直しています。また、国内においては、種々の検査装置を開発・設置し、連続監視による全
数検査を可能にしています。

国内における放射性物質に関する食品の安全性については、すべての製品について、放射性
物質検査を実施するとともに、福島工場ではモニタリングポストによる連続モニタリングを実施す
る等、国内トップクラスの厳格な安全性確認を行っています。

海外においても、社内基準をベースに、各国・地域の法令、文化に適合させながら徹底した
品質管理を行い、一部事業所では、ハラル認証を取得しています。

なお、商品事故が発生した場合は、危機管理規程に基づき「総合対策本部」を設置し、速やか
に商品回収を実施するための体制を整えています。

● 物流
ヤクルトの物流を担当するヤクルトロジスティクスでは、物流品質の基本として、「商品をできあ

がりそのままの品質でお届けすること」を目指しています。
複数の委託先を対象に毎年開催している「物流品質勉強会」を、2023年度についても引き続き、

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から担当者が協力会社へ出向く個別勉強会の形で全
14回開催、23社222人が参加しました。当社の製品特性を踏まえた商品の積み方・扱い方等を
現場担当者に直接伝えることで理解がより深まりました。

● 販売
販売会社においても品質管理体制を構築し、食品衛生法の「HACCPに沿った衛生管理」を遵

守するために、衛生管理計画に定められた作業と記録を商品の温度管理や日付管理および設
備・資材の衛生管理等の観点で実施しています。これらが適正に行われていることを確認する
ため、販売会社では「内部監査」を実施しています。さらに生産工場での品質管理の業務経験
がある社員が中心となり、販売会社に「食品品質監査」を実施するとともに、品質管理に関する
教育・研修にも取り組んでいます。

● 医薬品・化粧品における取り組み
医薬品工場では、原材料入荷、製品製造、品質試験、製品保管等すべての過程において、

安全かつ一定の品質を保つために、医薬品GMP（医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質
管理の基準）に従って生産を行っています。

化粧品は、「品質管理業務手順書」「製造販売後安全管理業務手順書」を運用して品質管理を
行っています。自社工場および委託工場では、化粧品GMP（化粧品の製造管理及び品質管理に
関する技術指針）に従い、常に均一で高品質な製品が製造できているか、定期的に監査を実施
して、必要があれば改善指導を行っています。

化粧品に使用する香料は、販売地域の規制を遵守するだけでなく、最新の安全性データの収
集に努めています。また、国際的な香料安全基準である国際香粧品香料協会（IFRA）スタンダー
ドに準拠した香料を使用して香りを創出しています。

● トレーサビリティシステム
ヤクルトでは、原料受け入れから商品出荷までの生産ロットのひも付きを追跡することができ、

製造過程すべての履歴も追跡、遡
そきゅう

及できるオリジナルのトレーサビリティシステム「TRACシス
テム」を運用しています。

※ �TRAC（To provide Real Assurance with Continuously）システム：製造履歴を検索できるシステムで、他
の基幹システムと連携している。

原料

包装資材
入荷

遡及：トレースバック

追跡：トレースフォワード

TRACシステム※／生産管理システム 販売管理システムデータ連携

入庫 出荷 物流 拠点 販売会社工程

製品印字の例：Newヤクルト
製造工場

賞味期限

時

分（10の位）
製造状況

ライン記号

分（1の位）
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● 物流等における温度管理（フィリピンヤクルト）
フィリピンヤクルトは、2022年10月にマニラ首都圏の直販部門の車両30台および地方代理店

30社の主要冷蔵庫に温度管理装置を設置し、適切な温度で商品が管理されているか、遠隔で
もモニタリングが可能な環境を整えています。

積極的な商品情報の開示
● 商品表示におけるユニバーサルデザインフォントの採用

当社製品（飲料・食品）のパッケージには、高齢者や障がい者を含めた多くの方が判読しやす
いUDフォント（ユニバーサルデザインフォント）を採用しています。

● アレルギー情報を分かりやすく表示
当社製品（飲料・食品）には、含まれるアレル

ギー物質を法律で定められているとおり原材料
表示に記載していますが、お客さまにより分かり
やすい情報提供として、アレルギー物質28品目

（特定原材料8品目およびそれに準ずるもの20
品目）について、含まれるアレルギー物質名また
は含まない旨を別記しています。

また、当社ウェブサイトにおいても、当社製
品（飲料・食品）に含まれるアレルギー物質（28
品目中）を一覧にして公開しています。

● 食品安全自主検査による品質管理（中国ヤクルトグループ）
中国ヤクルトグループの3工場（上海、天津、無錫）では、

「安全・安心」でおいしい製品を消費者に提供するため、
食品安全法の規定に基づき、食品安全自主検査として
工場での実地検査とオンラインでの検査を毎年1回ずつ
実施しています。

食品安全自主検査の様子

より栄養価の高い食品へのアクセス
先進国および中進国においては、ライフスタイルの変化により肥満、糖尿病、メタボリック

症候群が深刻化しており、若いうちからの生活習慣病予防が叫ばれています。また、先進国に
おいては超高齢社会への移行に伴い、健康寿命延長のための高齢者のフレイル※1予防や高齢に
伴う小食化に対応した高栄養食の必要性が高まっています。一方、開発途上国においては、貧
困による飢餓や栄養不良といった問題があります。

当社は、世界の人々の健康で楽しい生活づくりに貢献するために、ヤクルトの創始者である
代田 稔が提唱した「予防医学」「健腸長寿」「誰もが手に入れられる価格で」の考えに基づき、製品

（飲料・食品）開発を行い、より栄養価の高い食品へのアクセスに貢献していきます。
近年、腸内フローラがヒトの健康と密接な関係があることが分かってきており、「乳酸菌 シロタ

株」が整腸作用、免疫調節作用に加え、ヒトの健康維持に欠かせない神経系への作用（ストレス
緩和、睡眠の質向上）にも関連していることが明らかになってきています。当社が創業から続け
ている「乳酸菌 シロタ株」を使用したプロバイオティクス製品を世界の人々にお届けすることで、
多くの人々の健康に寄与します。

さらに、「日本人の食事摂取基準」等からも顕在化しているミネラル、ビタミンの摂取不足に対
しては、ターゲットとする性・年齢層に必要なミネラル、ビタミンを強化した栄養価の高い飲料・
食品の開発も行っています。

日本においては、「乳酸菌 シロタ株」による腸内環境改善、ストレス緩和、睡眠の質向上という
機能を有する「Yakult（ヤクルト）1000」「Y１０００」、お客さまの摂取意向が高い5種の成分を強
化した「ヤクルトファイブ」や、1日分※2のミネラル、ビタミンを補える「ジョア」、不足しがちな水溶
性ビタミン6種類（ナイアシン、ビタミンＢ₁、Ｂ₂、Ｂ₆、Ｃ、葉酸）を1個で手軽においしく1食分※3

補給できる「きになる野菜1食分のマルチビタミン 赤ぶどう＆トマト」等を発売しており、また、海
外でも健康ニーズに対応した栄養素を強化した製品の提供を行っています。
※1 フレイル：加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下すること。
※2 栄養素等表示基準値に基づく。
※3 栄養素等表示基準値の3分の1相当量。

P.54 イノベーション ▶ ヘルスケアカンパニーへの進化（健康意識の高まりを受けた商品開発）関連情報

アレルギー物質の記載例

商品情報 ▶ 栄養成分・アレルギー表示WEB  
https://www.yakult.co.jp/products/
component.html
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